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Life-M: ランドマーク画像を題材とした
フリーの音楽コーパス

大森 陽2,a) 小口 純矢2,b) 高道 慎之介3,c)

概要：本稿では，画像を題材とした音楽コーパスを構築する．機械学習に恩恵を受けたモーダル間の深い
情報交換に関する研究が期待される．画像と音楽における情報交換研究を見据え，本稿では，ランドマー

ク画像を題材としたフリー音楽コーパス Life-M (Landmark Imaged-themed Free Music Corpus) を設計

する．本コーパスは画像と音楽のペアから成り，音楽データは単一作曲者により作曲される．本稿ではそ

の設計と構築結果を述べる．
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1. はじめに

深層学習技術の発展により，複数のモーダルの情報を統

一的に扱えるようになりつつある．これにより，言語・音・

画像などのモーダル間における情報交換が加速すると予

想される．相互作用 [1]が古くから知られている動画像と

音においては，人工現実感（バーチャルリアリティ）向上

のために，深層学習を用いて背景画像から単純な音響シー

ン [2]・音響イベント [3]を生成する研究が行われている．

他方，モーダル間情報交換ではなく純粋な楽音生成の文脈

においても，深層学習の貢献は大きい．音楽特有の構造，

例えば，音声と異なり複数のノートが同時に発生しうるこ

と，中・長期的な繰り返しを持つことを考慮した手法が多

数提案 [4]されている．本稿では，画像からの楽音生成，す

なわち，音楽的構造を持った音信号を画像から生成するタ

スクを考える．これは，単純な音響シーン・音響イベント

に限定されない視聴覚印象や人工現実感制御に向けたタス

クとみなされる．

その実現に向け本研究では，フリーの画像コーパスであ

る Google landmark dataset [5]のランドマーク画像を題

材とした音楽コーパス Life-M (Landmark Imaged-themed
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Free Music Corpus) を設計する．本コーパスは画像と音楽

のペアから成る．さらに本コーパスは，以下のような特徴

を持つ．

単一作曲者による作曲：全ての楽曲は，単一作曲者によ

り作曲されているため，統一された音楽性をもつ．これ

は，より精度の高い音楽構造学習や，機械学習を用いた

作曲者適応などに利用できる．

世界遺産画像に限定した作曲：画像ドメインを限定した

作曲により，画像ドメイン適応を利用した機械学習に利

用できる．

作曲情報：楽譜情報だけでなく作曲時の付随情報（音楽

ジャンルやスケール）を含むことで,音楽情報処理研究

にも利用できる.音楽においては,音響的なコーパスとし

ても記号論的な楽曲分析にも用いることができる．

研究用途に限りフリーで使用可：本コーパスは，研究用

途であれば学術機関だけでなく民間企業においても利用

可能である．

以降では，本コーパスの設計方針と構築結果を述べる．

本コーパスはウェブページ上からダウンロード可能であ

る [6].

2. コーパス作成

2.1 画像の選択

ランドマークは，国・地域を象徴する重要性のある，もし

くはシンボル的なモニュメント・建造物や，山や湖などの

地形が多く選ばれる．しかし本来は，地理学上の特徴物と

して，初めてその地を訪れる人のための目印としての役割

が主である．例えば，方角を知るための鉄塔のような，特
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徴や理由が無いもの，ほとんど知られていないようなマイ

ナーなランドマークが多数ある．それらは，作曲者にとっ

て連想されるイメージが少ないため楽曲制作が難しく，加

えてより有名なランドマークが多い方がコーパスを利用す

るにあたってもより有益である．上記の理由から我々は，

世界遺産に登録されているランドマークを選び楽曲を制作

した．また，ランドマークにおいては多数の種類があるた

め，建築物のみに絞った．

2.2 作曲者に与えられる情報

本研究では，画像と音楽のペアデータ作成を目的として

いるため，画像と音楽以外の背景情報の影響を可能な限り

排除すべきである．そのため，楽曲制作にあたっては，画

像に加え，以下の必要最低限の背景情報のみを利用した．

詳細は，2.3節で述べる．

• ランドマーク画像
• 国名及び地名
• 建造された時代
• 建築物の用途

2.3 作曲手順

作曲者は上記の情報から以下のようなイメージを連想し

作曲を行う．

• ランドマーク画像
– 荘厳，華美，規模の大きさなどの素直に感じられた

建造物自体への印象．

– 建築様式．ルネサンス様式やゴシック建築など歴史

的に変遷のある建築様式は，視覚的に特徴的であり，

芸術史においても音楽史と深く結びついている [7–10]

ためイメージを膨らませるために有益である．

– 建造物周辺のその国や地名特有の街並みや地形，昼

夜や天候による印象．

• 国名及び地名
– 国や地域にはそこから想起される音楽性が存在する．

ランドマークから想起される音楽性はそういった国

や地域の音楽性の影響を少なからず受けているはず

であるため，画像の印象に合う楽曲を制作するにあ

たり，当時のクラシック音楽及び作曲家,大衆音楽な

どが連想されることが多い．連想された音楽を理解

するために，その国・地方特有の舞曲，旋法や和声進

行，使用楽器などをサーベイ [11]し，なおかつ現在

の画像建築物に齟齬が生じないように，それらの要

素を組み合わせて作曲を行う．

• 建造された年号
– 一部の歴史的建造物は，災害や戦争，政治的な利権な

どにより，取り壊しや建て直しがあるため [10,12–14]，

画像に写っている現在の形に至った年号を情報とし

て与えられる．

– グレゴリオ聖歌などのモノフォニーから古典対位法，

バッハ以降の対位法，和声法，そして後期ロマン派

や近現代クラシックなど，歴史的変遷の中で音楽理

論は変化している [15–17]．ランドマーク画像の建築

物が建造された時代の理論を用いることが， イメー

ジを表すために有益な場合がある．例えば，我々の

時代の教程としてはとても強い禁則である 2声部の

平行 5度などが，古代ギリシャ音楽で用いられてい

る [18]．

• 建築物の用途
– 例えば，宗教に関わる教会や修道院などの建築物

の場合，様式の違いが音楽にも関わってくる．例え

ば，正教会においては，楽器を使用しない文化があ

る [10, 12]．この特徴は楽曲制作において強い制約に

なり，イメージに沿いつつも，確立された音楽を見

出だすことができる．

　また，楽式については，コーパスの使いやすさを考慮し

て 30秒から 1分という制約を設けた．そのため，その時

代の楽式を踏襲しつつ，例えば西洋音楽などにおいては，

曲の長さが短くても比較的作曲しやすい三部形式や変奏曲

などが主である．しかし，将来的な展望として，例えば純

邦楽における序破急など様々な国や文化の楽曲の形式を考

慮する必要があると考えられる．本稿では，歴史が深く教

程が確立されている西洋のランドマークを中心に選んだ．

　本来は，ランドマーク画像からイメージされる楽曲を制

作するには，その時代における音楽理論・規則はもちろん，

背景知識の深い調査が必要になる．しかし，本コーパスの

設計方針が，あくまでも作曲者がランドマーク画像から受

けた印象による楽曲制作と，単一作曲者の楽曲制作による

統一性の重要視である．そのため本稿では，あくまでも作

曲者がその画像から受けた印象を楽曲にする際の補助とし

ての調査 [10–17,19]に留めた．

3. コーパスデータ

3.1 ディレクトリ構造

本コーパスのディレクトリ構造を以下に示す．ディレク

トリ及びファイル名は，Googleのデータに付随するランド

マーク IDを用いた．

000001

000001

000001.jpg

000001.wav

000001.mid (SMF Format:1)

000001.txt

000002

...

000010

2ⓒ 2020 Information Processing Society of Japan

Vol.2020-MUS-127 No.28
Vol.2020-SLP-132 No.28

2020/6/7



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

3.2 楽曲例

• エッフェル塔
– ランドマーク番号：40333

– 国名：フランス

– 建設された時代：1889年

– 調：イ短調

– 楽式：三部形式，ミュゼット

– 使用楽器とプラグイン：

∗ アコーディオン (Native Instruments KON-

TAKT 6 Factory library)

∗ ギター (Prominy HummingBird)

∗ ベース (Native Instruments KONTAKT 6 Fac-

tory library)

– 参考楽曲及び作曲者・CD：

∗ ”Paris Musette 2: Swing & manouche (French

Accordion)/The Paris Musette” [20]

∗ ”Paris Musette 3/Paris Musette” [21]

∗ ”De Clichy A Broadway/Gus Viseur” [22]

∗ ”Valse Musette/Valses De L’accordeon” [23]

ランドマーク画像であるエッフェル塔（Fig． 1）と，そ

こから作曲した楽曲（Fig． 2） を以下に示す．画像のイ

メージからフランスの地方の民族音楽であるミュゼットを

連想した．画像のイメージに合う明るい曲調と，エッフェ

ル塔の外見的特徴から，Aでは鉄骨での組みあがりを意識

し，稲妻形のベースラインにし，中間部（B）でのアコー

ディオンは塔を成すシンメトリカルなメロディラインを考

慮し楽曲を制作した．

また連想したミュゼットを楽曲分析して多く見られた特

徴，文献 [11]による調査を統合して以下の特徴を反映した．

• 四分の三拍子
• 三部形式
• アコーディオン・ギター・ベースの三種類の楽器編成
– より多くの楽器を用いた編成もあったが，建造物の

規模を考慮し，上記の編成にした．

• 和声進行
• 半音音階を含む順次進行のメロディ
• 楽器の奏法とリズム，定型的フレーズ

3.3 課題

作曲のための手掛かりが少ないため，与えられた画像だ

けではなく，国名や宗教的特質，その地方で用いられる楽

器などの情報に楽曲が強く影響を受けてしまう．また西洋

に関しては，国に限らずキリスト教関連の建造物が多く，

教会や修道院，墓地など，外見的がとても類似したものが

多いため，楽曲制作にあたっての区別化が難しい．以上の

ように，画像と音楽をペアとしたコーパス構築に関しては

多くの問題があり，加えてコーパス構築として本稿はまだ

始まったばかりの試みである．前述の通り，非常に幅広い

Figure 1 エッフェル塔 (Google landmark dataset No. 40333)

知見が必要であるため，一人の人間が全ての楽曲を担当し

ていることから知識的にも不十分であることが大きな課題

である．

4. おわりに

ランドマーク画像及びそれを題材とした単一作曲者によ

る楽曲の，画像と音楽のペアからなる作曲情報の付随した

フリーのコーパスを構築し，本稿ではその構成とデザイン

法を解説した．

本コーパスは，プロジェクトページ [6]にて公開してお

り，以下の場合に限り使用可能である．

• アカデミック機関での研究
• 非商用目的の研究（営利団体での研究も含む）
• 個人での利用（ブログなどを含む）
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Figure 2 Fig． 1 を題目として制作した楽曲
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